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2007年7月30日

日本経団連 産業第二本部

大学・大学院生への企業の奨学金大学・大学院生への企業の奨学金
に関するアンケート調査結果に関するアンケート調査結果
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アンケート結果アンケート結果 要旨要旨

36％の企業（回答69社中25社）が、大学・大学院生を対象とした奨学金制度を設
けており、その中の80％の企業（20社）が返済不要な給付型の奨学金を交付して
いる。返済義務のある貸与型奨学金では学生の負担感が大きいという指摘があ
る中で、経済的な面でも学生の支援の充実を図っている。

貸与型奨学金では、主に「年次」、「学力」、「専攻」に関する交付条件を設け、一
人あたり年間平均で、博士 約８６万円、修士 約７２万円、学部 約４４万円を交付
している。交付人数は各社でバラつきがある。

給付型奨学金では、主に「年次」、「専攻」、「学力」、「国籍」に関する交付条件を
設け、一人あたり年間平均で、博士 約１３２万円、修士 約１４３万円、学部 約１１
４万円を交付している。交付人数は各社でバラつきがある。

今後の予定として、一部の会社では奨学金制度の導入・拡充を検討しているが、
「企業として特定大学とだけ付き合うのは難しい」等の理由により、奨学金制度の
導入を予定していない会社も多い。

政府等への主な要望は、学生への経済的支援の一層の充実（給付型奨学金の
充実など）と、留学生の受け入れに対する支援の強化、等である。
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アンケート実施要領アンケート実施要領

○調査対象 ： 151社

産業技術委員会 委員会社、産学官連携推進部会 委員会社、

大学院博士課程検討会 委員会社

○調査期間 ： 2007年5月22日～6月8日

○回答社数 ： 69社 （回答率：46％）

○調査項目 ：

Ⅰ．奨学金制度の有無について

Ⅱ．奨学金の交付状況について

Ⅲ．今後の予定など
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ⅠⅠ 奨学金制度の有無について奨学金制度の有無について

１．大学・大学院生に対する奨学金制度の有無と交付方法

３６％（２５社）の企業で、大学・大学院生に対する奨学金制度あり

交付方法としては、「財団法人等を通して交付」、「自社から直接交付」の
企業が約半々

制度あり

a) 財団法人等を通して交付 ：１１社（４４％）

b) 自社から直接交付 ：１２社（４８％）

c) a,b両方の方法で交付 ： ２社（ ８％）

制度なし

【奨学金制度の有無】

４４社
（６４％）

２５社
（３６％）
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ⅡⅡ 奨学金の交付状況について奨学金の交付状況について

１．大学・大学院生に対する奨学金の交付形態

【奨学金の交付形態】

５社
（２０％）

１８社
（７２％）

２社（８％）

給付型のみを交付

貸与型のみを交付
※５社とも「無利子」で交付

給付型と貸与型
の両方を交付

※貸与型は２社とも「無利子」で交付

奨学金制度がある企業の８０％（２０社）が、返済不要の給付型
奨学金を交付

返済義務のある貸与型奨学金を交付している企業（７社）でも、全企業
にて「無利子」で交付
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ⅡⅡ 奨学金の交付状況について奨学金の交付状況について

２．奨学金（貸与型）の交付状況
①交付条件

全企業（７社）で「年次」に関する条件を設定。また、過半数の企業
で「学力」 （４社）と「専攻」 （４社）に関する条件を設定

0 5 10

他

年次

専攻

国籍

家計の状況

学力

【奨学金の交付条件】
（回答数 ７社）

４社

３社

２社

４社

７社

３社
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ⅡⅡ 奨学金の交付状況について奨学金の交付状況について

【ご参考】 奨学金（貸与型）の交付条件例

・入社を希望する者で会社が認めた者

・面接、適正検査
他

・学部３・４年生および大学院生

・大学院進学が内定している学部４年生および大学院生

・大学院生

年次

・理系全般の学科を専攻する者

・理工学、工学、情報学、バイオ、医学・薬学を専攻する者

・理系学科のうち、化学系、物理系、生命科学系、機械系学科を専攻する者

専攻

・日本

・日本及びASEAN
国籍

・経済的理由により学資・研究費の支弁が困難な者家計の状況

・成績優秀な者

・３段階（A,B,C）評価で原則Ｂ以上の者
学力
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ⅡⅡ 奨学金の交付状況について奨学金の交付状況について

２．奨学金（貸与型）の交付状況
②交付している大学（院）数 【直近３年間の平均概算値】

交付している大学（院）数の一社あたり平均は約２０校
※他に比べて極端に大きい値（６３校）を除いた平均は約９校

0 5 10

～　５

～１０

～１５

～２０

２０～

【奨学金を交付している大学（院）数】
（回答数５社）

１社

１社

２社

１社 （６３校）

（校）
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ⅡⅡ 奨学金の交付状況について奨学金の交付状況について

0 5 10

～　５

～１０

～１５

～２０

２０～

【奨学金の交付人数】
（回答数 博士 ２社、修士 ５社、学部 ２社）

[博士]

２社

１社 （２１名）

0 5 10

～　５

～１０

～１５

～２０

２０～

[修士]

１社

１社

１社

２社 （２２名、２５名）

0 5 10

～　５

～１０

～１５

～２０

２０～

[学部]

１社

１社 （７１名）

２．奨学金（貸与型）の交付状況
③交付人数 【直近３年間の平均概算値】

交付人数は各社でバラつきあり
※一社あたり平均は、博士 約９名、修士 約１４名、学部 約４２名

（人） （人） （人）
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ⅡⅡ 奨学金の交付状況について奨学金の交付状況について

２．奨学金（貸与型）の交付状況
④年間交付金額 【直近３年間の平均概算値】

一人あたり年間交付金額の一社あたり平均は、

博士 約８６万円、修士 約７２万円、学部 約４４万円

0 5 10

～　５０

～１００

～１５０

～２００

２００～

[博士]

２社

１社

0 5 10

～　５０

～１００

～１５０

～２００

２００～

[修士]

２社

３社

0 5 10

～　５０

～１００

～１５０

～２００

２００～

[学部]

２社

（万円） （万円） （万円）

【奨学金の年間交付金額】
（回答数 博士 ２社、修士 ５社、学部 ２社）
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ⅡⅡ 奨学金の交付状況について奨学金の交付状況について

３．奨学金（給付型）の交付状況
①交付条件

過半数の企業で、「年次」（１５社）、 「専攻」（１３社）、 「学力」（１２社）、

「国籍」（１１社）に関する条件を設定

0 5 10 15

他

年次

専攻

国籍

家計の状況

学力

【奨学金の交付条件】
（回答数２０社）

１２社

８社

１１社

１３社

１５社

７社
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ⅡⅡ 奨学金の交付状況について奨学金の交付状況について

【ご参考】 奨学金（給付型）の交付条件例

・他の企業および財団（日本学生支援機構を除く）等から奨学金を受けていない者

・社会のために専攻する学問を活かす意欲を持つ者 ・当社で採用を予定している者

・アジアの発展、日本との友好親善に貢献する強い意思を有する者 ・面接、適正検査

他

・学部１～４年生 ・学部３・４年生および大学院生

・大学院進学が内定している学部４年生および大学院生

・大学院生 ・博士後期課程１・２年生

年次

・理系は主に工学、化学、機械、電気、文系は主に経済、法学、商学を専攻する者

・理工系学科を専攻する者 ・医学、歯学、文学を除く学科を専攻する者

・人文科学、社会科学分野を専攻する者 ・国際関係、MBAを専攻する者

・特定県内の大学に在籍する者 ・特定大学に在籍する者

専攻

・日本国籍を有する者 ・日本、タイ、インドネシア、中国の国籍を有する者

・私費留学生 ・アジア国籍を有する者 ・アジアに留学する日本人
国籍

・学資の支弁が困難と認められる者 ・世帯主が何らかの状況で仕事が出来ない者

・保護者の年収が９００万円程度の者 ・世帯主の年収が１０００万円以下の者
家計の状況

・成績優秀な者 ・指導教官等の推薦を受けられる者

・大学１年の成績が上位１/３の者 ・社内選考試験に合格した者
学力
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ⅡⅡ 奨学金の交付状況について奨学金の交付状況について

３．奨学金（給付型）の交付状況
②交付している大学（院）数 【直近３年間の平均概算値】

交付している大学（院）数の一社あたり平均は約７校

0 5 10

～　５

～１０

～１５

～２０

２０～

【奨学金を交付している大学（院）数】
（回答数１７社）

１０社

２社

３社

２社

（校）
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ⅡⅡ 奨学金の交付状況について奨学金の交付状況について

0 5 10

～　５

～１０

～１５

～２０

２０～

[博士]

７社

２社 （２５名、４４名）

0 5 10

～　５

～１０

～１５

～２０

２０～

[修士]

６社

４社

２社

２社 （２５名、６１名）

0 5 10

～　５

～１０

～１５

～２０

２０～

[学部]

１社

２社 （２３名、３５名）

３．奨学金（給付型）の交付状況
③交付人数 【直近３年間の平均概算値】

交付人数は各社でバラつきあり
※一社あたり平均は、博士 約１１名、修士 １２名、学部 １０名

１社

２社

１社

６社

（人） （人） （人）

【奨学金の交付人数】
（回答数 博士 １３社、修士 １４社、学部 ９社）
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ⅡⅡ 奨学金の交付状況について奨学金の交付状況について

３．奨学金（給付型）の交付状況
④年間交付金額 【直近３年間の平均概算値】

一人あたり年間交付金額の一社あたり平均は、

博士 約１３２万円、修士 約１４３万円、学部 約１１４万円
※外国の大学に在籍する者への奨学金（年間 約１０～２０万円）を交付している会社を除いた平均

0 5 10

～　５０

～１００

～１５０

～２００

２００～

[博士]

２社

５社

0 5 10

～　５０

～１００

～１５０

～２００

２００～

[修士]

２社

３社

0 5 10

～　５０

～１００

～１５０

～２００

２００～

[学部]

２社

（万円） （万円） （万円）

２社

２社

２社 （210万円、216万円）

４社

３社

２社 （216万円、260万円）

２社

２社

３社

※２社とも、外国の大学に
在籍する者への奨学金
を交付している会社

※２社とも、外国の大学に
在籍する者への奨学金
を交付している会社

※１社は、外国の大学に
在籍する者への奨学金
を交付している会社

【奨学金の交付人数】
（回答数 博士 １３社、修士 １４社、学部 ９社）
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ⅢⅢ 今後の予定など今後の予定など

今後の予定

【奨学金制度がない企業】

奨学金制度の導入を検討中/検討予定（７社）

奨学金制度導入の予定はない（１２社）

大学への寄付等を通じて間接的に学生に対する支援ができる体制を検討予定

【奨学金制度がある企業】

交付人数の拡大を予定

「国籍」に関する交付条件として対象国を拡大する予定

制度を持ちながら有名無実化していたので積極的にＰＲしていく予定

ポストドクターに対する奨学金制度の導入を検討予定
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ⅢⅢ 今後の予定など今後の予定など

政府等への要望
博士課程在学生への奨学金の充実を強く国に要望したい。特に返済不要な奨
学金を充実して欲しい。

在学中の生活費の負担を軽くするため、給付型奨学金制度やＲＡ・ＴＡに対する
給料を充実させて欲しい。

平成２０年に公益法人制度改革関連３法が施行される予定であるが、奨学金
制度を実施する公益法人に対する税制の優遇措置は継続して欲しい。

私費留学生は国費留学と違いビザ申請を要するが、在留資格証明書入手に原
則４週間もかかる。大学の「入学許可」が下りている限り数日で発行して欲しい。

国家として留学生受け入れを強化する方針であるのであれば、留学生の最も大
きな関心事である大学の寮の拡充をお願いしたい。少なくとも国立大学には留
学生寮の確保を義務づけるか、国家の支援等により、留学生の住居に関する
負担を軽減して欲しい

大学によってはいまだに日本人の保証人を要求する場合がある。通常、海外か
らの留学生に「日本人の保証人は居ない」という実態を理解し、少なくとも全国
立大学に徹底して欲しい。

修士課程入学試験に関し、いくつかの大学院は年１回の日本語による試験し
か準備せず、かつ同一試験で日本人と競争させている。各大学院に「留学生対
象の英語による入学試験」を可能にするよう強く指導して欲しい
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